
　10 月 13 日（木）、蓬
田小学校５，６年生が脱
穀体験学習をしました。
　田植えから自分たちで
米作りをしてきた児童た
ちは、PTAの方々から足
踏み脱穀機の使い方を教
わり、昔ながらの脱穀作
業を体験しました。
　脱穀したお米は、後日
開かれる収穫祭で、お世
話になった方々に振る舞
う予定だそうです。

収穫の秋

広
報 11 2011

Nov
No.463よもぎた



広報よもぎた

①待ちくたびれて……スヤスヤ
②完成した「和風ハンバーグ
　スティック」他
③ハンバーグを作る保護者たち　９月29日（木）、「子どもの食べたいもの、好きなもの

を増やそう」をテーマに、すくすくよもぎっ子教室が開催
されました。
　概ね１歳から就学前のお子さんと保護者を対象に、青森
県栄養士会の栄養士を講師に招いて、和風スティックハン
バーグなどの調理実習が行われました。実習後は試食会や
栄養相談が行われ、参加者たちは毎日の食事の悩みを相談
していました。子どもたちは「手づかみ食べ」のメニュー
に大満足の様子で、おかわりする子もいました。

平成 23年度蓬田村敬老会

▲蓬田中学生による安全杖贈呈

すくすくよもぎっ子教室（幼児食）

　９月 16 日（金）、村農業者トレーニングセンターに
おいて平成 23年度蓬田村敬老会が開催されました。
　今年度の対象は 95 歳到達者が３名、90 歳到達者が
５名、88歳到達者が 13名、婚姻 60年健在夫婦が４組、
婚姻50年健在夫婦が15組、77歳到達者が53人でした。
対象者には古川村長から顕彰状が贈呈され、77 歳到達
者には蓬田中学校３年生から安全杖が手渡されました。
式典後は、園児による和太鼓演奏や、各地区老人クラブ
による芸能発表が行われ、楽しい時間を過ごしました。

食べる力を育もう

▲蓬田中学生による安全杖贈呈

１

村の出来事

これからもますますお元気で

①

② ③

▲回収や清掃のほか、草刈りなどもして環境を整えました。

海岸の環境を守るため
蓬田海岸全域の海岸漂着物回収清掃作業

　村では、ゴミがないきれいな海岸にすることを目的に、
蓬田海岸全域の海岸漂着物の回収及び清掃などの作業員
を募集し、９月の数日に渡って、作業を行いました。
　約 170 名の漁業関係者のみなさんが、流木や海藻、
生活用品、漁具などのプラスチック類、資源ゴミなど、
様々なゴミを分別しながら回収しました。
　蓬田海岸における景観や清潔を保持し、観光、沿岸漁
業への悪影響などを防ぐためにも、今後も地域一丸と
なった海岸の環境保全に、ご協力お願いします。
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　10月 16日（日）、蓬田村消防団（木戸鐵雄団長）は、
実際の火災に対応できる態勢を整えるため「蓬田地区旧
イセキ農機付近で火災発生、延焼の恐れあり」と想定し
て平成23年度蓬田村消防団秋季火防演習を行いました。
　団員たちはきびきびとした動作で分列行進や消火活動
にあたり、防災への確かな力を身につけていました。
　最近は寒くなり暖を取る季節が近づいてきましたが、
火の元には十分注意し、住民一人ひとりが防災意識を
持って地域防災力の向上を目指しましょう。

村へ「備蓄用飲料水」の無償提供

▲ふるさと総合センターに運び込まれる飲料水

▲団員のみなさん、雨の中の演習お疲れ様でした

平成 23年度蓬田村消防団秋季火防演習

災害時に備えた善意に感謝

地域防災力の向上を目指して

▲団員のみなさん、雨の中の演習お疲れ様でした

２

Yomogita  Topics

ま
す
。
平
成
24
年
分
の
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で

約
28
万
６
０
０
０
人
で
す
。（
有

権
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

約
３
６
５
人
に
１
人
）

■
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通

知
に
つ
い
て　

　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
本

年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載

通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
通
知
は
、
来
年
２
月
こ
ろ
か

ら
平
成
25
年
２
月
こ
ろ
ま
で
の

間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
具

体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併

せ
て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員

候
補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に

把
握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の

内
容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て

　みちのくコカ ･コーラボトリング株式会社から、「災
害時の備えとして役立ててください」と、備蓄用飲料水
が無償で提供されました。10月 17日（月）に、555ml
のペットボトル飲料水 1200 本が届けられ、災害時に村
の避難場所となる、ふるさと総合センターに保管されま
した。村では、災害時に対応するための、シュラフ、発
電機、投光機などの購入や、避難所の海抜を表示するた
めの看板の購入・設置が進められています。各家庭でも、
「我が家の防災用品」を準備して、災害に備えましょう。

実際の災害時に即対応でき
るという実践的な訓練に、団員たちは防災への確かな力を
身に付けていました。

　10月５日（木）、蓬田中学校において、古川村長と八戸教育長を招いた青森県中学校新人野球大会の結果報
告会が行われました。主将の中村晃平君は「準優勝できたのは、朝練、放課後練を積み重ねたおかげ。これか
らも努力を忘れず、夏の大会では東北大会を目指したい」と飛躍を誓いました。

▼

　

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
部
員

の
姿
が
印
象
的
で
し
た

　青森県中学校新人野球大会出場結果を報告蓬田中学校野球部準優勝
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先
月
の
「
阿
弥
陀
ト
ン
ネ
ル
」
工
事

に
引
き
続
き
、
今
月
は
「
津
軽
蓬
田
ト

ン
ネ
ル
」
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

　

津
軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル
は
新
青
森
駅
か

ら
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
入
口
ま
で
の
新
設

工
事
区
間
の
中
で
最
も
長
い
、
全
長

６
１
９
０
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
平
成

20
年
２
月
に
着
工
し
、
掘
削
外
径
11
・

３
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
が
平
成
25
年
度
内
の

っ
た
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ト
ン

ネ
ル
工
事
現
場
を
、
身
近
で
見
学
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
完
成
が

震
災
の
復
興
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
今
後
も
工
事
に
密
着
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

完
成
を
目
指
し
て
掘
り
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

蓬
田
八
幡
宮
を
西
側
に
進
む
と
、
津

軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
た
め
の
、
鹿

島
・
鉄
建
・
梅
林
・
田
中
組
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
の
事
務
所
や
宿
舎
、

ト
ン
ネ
ル
発
進
坑
口
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
作
業
基
地
に
は
、
掘
削
に
よ
っ
て

排
出
さ
れ
た
土
砂
の
処
理
、
改
質
し
た

土
砂
の
一
時
貯
蔵
、
構
築
に
使
用
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
、
掘
削
に
よ
っ

て
排
出
さ
れ
た
濁
水
を
き
れ
い
に
し
て

川
に
戻
す
濁
水
処
理
な
ど
の
、
様
々
な

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
員
は
約
１
１
０
名
。
24
時
間
体

制
の
３
交
代
制
で
、
作
業
基
地
内
に
あ

る
宿
舎
に
は
75
名
の
方
が
寝
泊
ま
り
し

て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
現
場
は
、

掘
削
面
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
地
質

で
あ
る
た
め
、
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
（
セ
ン
ス
）

工
法
と
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
法

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
工
法
は
、

東
北
新
幹
線
・
三
本
木
原
ト
ン
ネ
ル
で

初
め
て
採
用
さ
れ
た
工
法
で
、
津
軽
蓬

田
ト
ン
ネ
ル
が
国
内
２
例
目
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
と
呼
ば

れ
る
掘
削
機
を
直
接
地
上
か
ら
発
進
さ

せ
た
の
は
津
軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル
が
国
内

で
も
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

　

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
掘
削
面
と
接
す

る
部
分
が
回
転
す
る
面
板
と
な
っ
て
い

て
、
こ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
細
か
い

刃
（
ビ
ッ
ト
）
を
押
し
付
け
る
こ
と
で

ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
て
い
き
ま
す
。

3

北海道新幹線工事
進捗状況をお知らせします。　　   № 2

特 集

津軽蓬田トンネル中間立坑到達まで 検索☜

　

３
月
11
日
の
震
災
で
は
、
長
時
間
に

わ
た
る
停
電
の
影
響
に
よ
り
、
設
備
の

一
部
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
復

旧
作
業
に
は
５
週
間
を
要
し
、
そ
の
間

の
掘
削
作
業
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
６
月
21
日
に

無
事
、
中
間
立
坑
（
瀬
辺
地
川
付
近
）

へ
の
到
達
に
至
り
ま
し
た
。

　

中
間
立
坑
で
は
掘
削
を
一
時
的
に

停
止
し
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
ビ
ッ
ト

交
換
や
関
連
機
械
の
整
備
を
経
て
、
現

在
は
再
び
掘
削
作
業
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
到
達
坑
口
と
な
る
外
ヶ
浜
町

ま
で
の
掘
進
完
了
に
向
け
て
、
10
月
７

日
現
在
、
３
１
８
１
．
３
ｍ
地
点
を
掘

削
中
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
乗
り
越

え
て
、
力
強
く
北
へ
突
き
進
む
北
海
道

新
幹
線
工
事
。

　

現
場
で
は
、
蓬
田
小
学
校
の
生
徒

や
、
村
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
、
村
内

外
か
ら
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、
め

津
軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル
概
要

　資料提供：鹿島・鉄建・梅林・田中組　特定建設工事共同企業体 次回は、長科高架橋について☞

中
間
立
坑
到
達
ま
で

▲発進前のシールドマシン。右が発進坑口

　

北
海
道
新
幹
線
工
事
概
要
。
蓬
田
村
内
で

は
３
つ
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼

▲中間立坑に到着した掘削機。ここでビッ
ト交換などをし、シールドマシンを埋め戻
して、再び発進！

▲現場で働くみなさん。トンネル工事現場では近年ま
で女人禁忌の風習が残っていましたが、現在では女性
技術者もトンネル内の現場で活躍されているそうです。

▲完成したトンネル内。
ここに新幹線が走るレールが
ひかれていきます。
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こんにちは！保健師です

　

子
ど
も
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権

侵
害
で
す
。
虐
待
に
は
…

①
身
体
的
虐
待
…
叩
く
、
つ
ね
る
、　

　

蹴
る
、
煙
草
の
火
を
押
し
つ
け
る
等

②
ネ
グ
レ
ク
ト（
保
護
の
怠
惰
・
拒
否
）

　

…
適
切
に
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い

　

不
潔
、
食
事
が
不
十
分
な
ど

③
性
的
虐
待

④
心
理
的
虐
待
…
兄
弟
間
の
差
別
、　

　

子
ど
も
の
存
在
を
否
定
す
る
よ
う
な

　

言
動
、
DV
の
目
撃
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

親
は
「
し
つ
け
」
の
つ
も
り
で

も
、
子
ど
も
の
気
持
ち
が
尊
重
さ
れ

ず
に
、
結
果
と
し
て
子
ど
も
の
心
や

か
ら
だ
が
傷
つ
く
こ
と
は
虐
待
に
な

り
ま
す
。
虐
待
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
が
減
少
し
、
成
長
期
に
あ
る
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
と
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

親
か
ら
見
れ
ば
し
か
る
べ
き
こ
と

で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は

何
か
理
由
が
あ
る
も
の
。
そ
の
理
由

を
認
め
ず
に
し
か
っ
て
も
、
子
ど
も

は
納
得
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
立
場
に
自
分
を
置
き
換

え
、
子
ど
も
の
目
線
で
向
き
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
気
持
ち
に

共
感
し
て
、
そ
れ
を
言
葉
で
伝
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
、
気
持
ち
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ

て
一
緒
に
真
剣
に
考
え
て
く
れ
る
大

人
を
求
め
て
い
ま
す
。
親
が
共
感
し

て
く
れ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
は
う
れ

し
く
思
い
、
自
信
が
つ
き
、
親
へ
の

信
頼
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
親
は
ガ
ミ
ガ
ミ
し

か
ら
ず
に
、
子
ど
も
は
事
を
理
解
す

る
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
は
前
向
き
な
言
葉
を

か
け
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
成
長
し

て
い
く
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
は
と
て
も
親
思
い
で
、
ど

ん
な
親
を
も
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ま

す
の
で
、
親
か
ら
の
無
視
や
き
つ
い

言
葉
も
受
け
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
と
え
そ
れ
が
、「
自
分
が
愛
さ
れ

て
い
な
い
」
と
い
う
感
情
に
結
び
つ

い
た
と
し
て
も
…

4

ほ
め
る
？
し
か
る
？

子
ど
も
へ
の
接
し
方

 今月のテーマは

子
宮
頸
が
ん
の

お
は
な
し

① 11月は児童虐待防止推進月間です
②子宮頸がんのおはなし

　

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
頸
部
（
子
宮
の
入

り
口
）
に
で
き
る
が
ん
で
、
20
〜
30
代
で

急
増
し
、
日
本
で
は
年
間
約
二
千
五
百
人

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
原
因
で
す
が
、

性
交
渉
に
よ
る
感
染
が
主
で
女
性
の
約
８

割
が
生
涯
に
一
度
は
感
染
す
る
あ
り
ふ
れ

た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
感
染
は
一
時
的
で
、

ウ
イ
ル
ス
は
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す
が
、

感
染
が
長
く
続
く
と
子
宮
頸
が
ん
へ
と
進

行
し
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
１
０
０
種
類
以

上
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
う
ち
5
種
類
が
発

癌
性
の
ウ
イ
ル
ス
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
２

種
類
（
16
型
、
18
型
）
が
特
に
子
宮
頸
が

ん
に
な
り
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

発
癌
性
の
高
い
２
種
類
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対

す
る
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
蓬
田
村
で
も
９
月
か
ら
小
学

校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
へ
の
任
意
予

防
接
種
の
助
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

何
の
ワ
ク
チ
ン
で
も
そ
う
で
す
が
、
予

防
ワ
ク
チ
ン
は
治
療
薬
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
な
い
タ
イ
プ

の
ウ
イ
ル
ス
も
い
る
の
で
、
20
歳
を
過
ぎ

た
ら
子
宮
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
育
て
は
親
の
大
き
な
責
任
で
す

が
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
周
り
の
協

力
を
得
る
こ
と
も
大
切
な
子
育
て
の

技
術
で
す
。
困
っ
た
こ
と
に
直
面
し

た
時
、
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
は
、

弱
音
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
は
な

く
、
逆
に
勇
気
あ
る
積
極
的
な
行
動

な
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
で
す
。

　
「
よ
そ
の
家
庭
の
こ
と
」
で
は
な

く
「
地
域
の
子
ど
も
を
育
て
る
」
視

点
で
、
み
ん
な
で
子
育
て
を
支
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

村
で
は
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
併
設

し
て
、
保
健
師
に
よ
る
子
育
て
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
場
所　

蓬
田
村
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー　

２
階
和
室

■
日
時　

毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

※
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に

遊
び
に
来
て
く
れ
る

親
子
も
大
募
集
中
で
す
。

子
ど
も
の
育
ち
を
み
ん
な
で

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

守
る
の
は
　
気
づ
い
た
あ
な
た
の
　
そ
の
勇
気
　平

成
23
年
度
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
標
語

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内

に
居
住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
に
、
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
次
の

３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
届

出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
種

別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要

で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る

と
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

年
金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都

度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
の
加
入
種
別

◆
第
1
号
被
保
険
者

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方

と
そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以
上
の

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
等
が

対
象
と
な
り
、
加
入
や
種
別
変

更
の
手
続
き
は
、
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
行
い
ま
す
。

5

国
民
年
金
種
別
変
更

に
つ
い
て

 
お
知
ら
せ

◆
第
2
号
被
保
険
者

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
加
入
手
続
き
は
会
社
や
官

公
庁
が
行
い
ま
す
。

◆
第
3
号
被
保
険
者

　

国
民
年
金
の
第
2
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
方
が
対
象
と
な
り
、届
出
は
、

配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行

い
ま
す
。

■
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

◆
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る

ケ
ー
ス

　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ

れ
る
と
第
１
号
被
保
険
者
（
第

３
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
は

除
く
。）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第

３
号
被
保
険
者
が
い
る
場
合
、

そ
の
方
も
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る

ケ
ー
ス

　

第
１
号
被
保
険
者
や
第
３
号

被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
す
る
と
第
２
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

お知らせ

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る

ケ
ー
ス

　

会
社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の

被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
方
が
第

３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

青
森
年
金
事
務
所

　

０
１
７
‐
７
３
４
‐
７
４
９
８

　

裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年

５
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
平

成
22
年
に
は
、
８
６
７
３
人
の

方
が
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。（
同
期
間

に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
裁
判

員
裁
判
は
計
１
４
２
３
件
で
す
）

■
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き

る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作

為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。
平
成
24
年
分
の
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で

約
28
万
６
０
０
０
人
で
す
。（
有

権
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

約
３
６
５
人
に
１
人
）

■
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通

知
に
つ
い
て　

　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
本

年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載

通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
通
知
は
、
来
年
２
月
こ
ろ
か

ら
平
成
25
年
２
月
こ
ろ
ま
で
の

間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
具

体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併

せ
て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員

候
補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に

把
握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の

内
容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て

明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る

場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送

り
す
る
も
の
で
す
の
で
、
お
尋

ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な

い
方
は
、
返
送
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時

期
や
期
間
等
に
何
ら
の
期
限
を

設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を

申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る

質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い

た
だ
く
こ
と
や
、
裁
判
の
当
日

（
選
任
手
続
時
）
に
辞
退
を
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

青
森
地
方
裁

判
所
刑
事
訟
廷
係

　

０
１
７
‐
７
２
２
‐
５
４
７
１

【
裁
判
員
制
度
】

ま
も
な
く
名
簿
記
載

通
知
を
発
送
し
ま
す
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Information

  青森県最低賃金が
  改定されました。

 （平成 23年 10月 16日から）

　青森県最低賃金は、青森
県内で働く全ての労働者と、
労働者を一人でも使用して
いる使用者に適用されます。
製造業と小売業の一部には、
特定（産業別）最低賃金が
定められています。
詳しくは、青森労働局ホー
ム ペ ー ジ（http://aomori-
roudoukyoku.jsite.mhlw.
go.jp/）をご覧下さい。
お問い合わせは青森労働局
労働基準部賃金室へ。 　  
　　   017‐734‐4114
FAX　017‐734‐5821

647円（時間額）

　　　　Ｓマークは、
　　　　安全・安心の
　　　　しるし。

必ずチェック最低賃金！
使用者も、労働者も。

　

青
森
県
で
は
、
母
子
家
庭
な

ど
の
お
子
さ
ん
が
、
修
学
・
修

業
な
ど
の
際
に
必
要
な
資
金
の

貸
付
の
申
込
を
受
付
し
て
い
ま

す
。
貸
付
の
限
度
額
や
償
還
方

法
、
償
還
期
間
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
期
間　

平
成
23
年

11
月
１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31

日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

■
対
象
者　

来
春
、
お
子
さ
ん

た
ち
が
集
ま
る
、
ほ
と
ん
ど
全

て
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
災
機
関
で
す
。
蓬
田
村
で

も
８
つ
の
分
団
が
あ
り
、
日
頃

か
ら
各
種
訓
練
や
知
識
・
技
術

の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
災
害
発
生
時
の

救
助
活
動
や
、
避
難
誘
導
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
に
活
躍

し
、
地
域
に
お
け
る
消
防
力
・

防
災
力
の
向
上
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

蓬
田
村
消
防
団
で
は
、
幅
広

い
年
齢
層
の
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課

消
防
係　
　

２
７
‐
２
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ　

海
上
保
安

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/

）

海
上
保
安
庁
総
務
部
人
事
課
任

用
係

　

０
３
‐
３
５
９
１
‐
６
３
６
１

（
内
線
２
５
４
１
、２
５
４
２
）

　

消
防
団
は
、
本
業
と
平
行
し

て
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

た
め
に
自
ら
活
動
し
て
い
る
人

募
集
し
ま
す

母
子
・
寡
婦
福
祉
資

金
貸
付
予
約
の
受
付

が
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
、
各
種
学
校
へ
進
学
す
る

母
子
・
寡
婦
家
庭
の
方
（
小
・

中
学
校
の
就
学
支
度
資
金
は
所

得
税
非
課
税
の
場
合
に
限
る
）

※
な
お
、
現
在
修
学
中
の
方
に

対
し
て
は
、
修
学
資
金
の
申
込

み
は
、随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

東
青
地
域
県
民
局
地
域
健
康
福

祉
部
福
祉
総
室
（
東
地
方
福
祉

事
務
所
）

　

０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
９
５
０

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
巡
視
船

艇
、
航
空
基
地
等
で
勤
務
す
る

職
員
（
海
上
保
安
官
）
を
募
集

し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

10
月
26
日（
水
）

〜
11
月
９
日
（
水
）

■
第
一
次
試
験
日　

11
月
27
日

（
日
）（
教
養
試
験
）

■
第
二
次
試
験
日　

12
月
19
日

（
月
）（
人
物
試
験
・
身
体
検
査
）

■
実
技
試
験
日　

平
成
24
年
１

月
６
日
（
金
）（
飛
行
の
み
）

■
第
一
次
試
験
合
格
発
表　

平

成
23
年
12
月
９
日
（
金
）

■
最
終
合
格
発
表　

平
成
24
年

１
月
27
日
（
金
）

■
採
用
予
定
日　

平
成
24
年
７

月
１
日
（
日
）

※
受
験
資
格
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
海
上
保

安
庁
職
員
募
集

あなたの
想いで、
救える命が
ある。

蓬田村消防
団員募集！

Ｓマークとは…
安全であること（Safety）、
安心であること（Standard）
清潔であること（Sanitation）
が認められた、安全・安心
の目印です。

Ｓマーク登録対象業種
理容業、美容業、クリーニ
ング業、麺類飲食店営業、
一般飲食店営業の５業種（青
森県では麺類飲食店営業を
除く４業種）について、各
都道府県生活衛生営業指導
センターで登録業務を実施
しています。

11 月は、
Ｓマーク標準営業約款
普及登録促進月間です。
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戸 籍 の 窓 口

区分 人口 前月比

総人口   3,219 　－ 5

男   1,541 　－ 1

女   1,678 　－ 4

世帯数   1,145 　－ 2

平成 23 年 11 月発行　　　編集発行　蓬田村総務課　企画財政班　　　TEL 0174-27-2111　FAX 0174-27-3255

〒 030-1211　青森県東津軽郡蓬田村大字蓬田字汐越 1番地 3　ホームページ　http://www.vill.yomogita.lg.jp

７

 　　　　【９月受付分】（敬称略）

　■お誕生おめでとうございます　

　 　堀　　朔
の あ
空  　（　　　  （中　　沢）

                        男の子

　 　八戸　  更
さら
　    （　　　  （阿弥陀川）

                           女の子

　 　諏訪　竣
しゅんや
也　  （　　　  （瀬  辺  地）

                        男の子　　　　　　　　 

　■ご冥福をお祈りします
　　 小笠原　良一　66歳　（蓬　　田）　　　

　■蓬田村の人口（９月 30日現在）

洸哉

眞帆

2011
Nov
No.463

生活習慣病予防教室のお知らせ

けんこう運動教室

　メタボや生活習慣病を予防し、毎
日を健康であり続けるためには運動
は不可欠です。あなたも健康なから
だづくりはじめませんか？

貴志

淳子

太智

さつ子

かろやかウォーキング教室

ポ
ー
ト
青
森
支
部　

青
森
県
青

年
司
法
書
士
会

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す

が
、
具
体
的
な
手
続
が
必
要
に

な
る
場
合
に
は
、
別
途
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
上
記
日
時
以
外

で
も
青
森
県
司
法
書
士
会
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（　

０
１
２
０

‐
９
４
０
‐
２
３
０
）
へ
ご
連

絡
い
た
だ
け
る
と
相
談（
有
料
）

の
ご
案
内
や
ご
相
談
内
容
に
応

じ
た
お
近
く
の
司
法
書
士
の
紹

介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

青
森
県
司
法
書
士
会
（
青
森
市

長
島
３
‐
５
‐
16
）

　

０
１
７
‐
７
７
６
‐
８
３
９
８

　

青
森
税
務
署
で
は
、
平
成
23

年
分
の
年
末
調
整
関
係
事
務
の

説
明
会
を
左
記
の
日
程
等
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
程
　
11
月
16
日
（
水
）、

17
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分（
各
30
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

■
会
場　

青
森
市
民
ホ
ー
ル

（
青
森
市
柳
川
１
丁
目
２
番
14
）

　

０
１
７
‐
７
２
２
‐
３
７
７
０

年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

※
年
末
調
整
関
係
書
類
に
不
足

が
あ
る
場
合
は
、
説
明
会
場
及

び
青
森
税
務
署
で
配
布
し
ま

す
。
会
場
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
個
人
事
業

者
の
決
算
説
明
会
は
別
途
開
催

さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

青
森
税
務
署

法
人
課
税
第
一
部
門
（
源
泉
所

得
税
担
当
）

　

０
１
７
‐
７
７
６
‐
４
２
４
１

※
こ
の
お
知
ら
せ
に
関
す
る
電

話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
音

声
案
内
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い

「
２
」
番
（
当
税
務
署
に
ご
用

の
方
）を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
・
労
働
・
成
年
後
見
・

借
金
問
題
に
つ
い
て
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

ア
ウ
ガ　

青
森
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ　

５
階
研

修
室
（
〒
０
３
０
‐
０
８
０
１

青
森
市
新
町
１
丁
目
３
番
７
号

　

０
１
７
‐
７
７
６
‐
８
８
０
０
）

■
主
催　

青
森
県
司
法
書
士
会

■
共
催　

公
益
社
団
法
人
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

開
催
し
ま
す

司
法
書
士
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
！

午後６時 30分から、ふるさと総合センターにて

メリッサの
英会話教室
次回は　11月 16 日（水）

Let
's  e
njo
y

  En
glis
h ♪

■日　時　11月 25日（金）
　　　　　午後１時～３時まで
■場　所　蓬田村ふるさと総合センター
■内　容　基本姿勢と効果的なウォー
　　　　　キングのコツを身につけて
　　　　　あなたも歩きの達人に！
■持ち物　バスタオル、汗ふきタオル
　　　　　水分補給の飲み物、動きや
　　　　　すい服装・はきなれた運動
　　　　　靴でご参加下さい。
■申込み ･問い合わせ
　　　　　役場　健康福祉課
　　　　　　　27－ 2111
■〆　切　11月 22日（火）


